
広島大学  比較日本文化学プロジェクト研究センター    ワークショップ

共催 広島大学大学院人間社会科学研究科 日本研究イニシアティブ

～台湾先住民と家族史の傷をめぐって～

2026年12月15日(火)

14:40～18:00

広島大学 (東広島キャンパス)

文学部    B253教室

お話・歌 

エリ・リャオさん

台湾・台北生まれ。歌手。台湾原住民族

タイヤルの母と日本人の父をもつ。

家族の記憶や言葉をたどりながら、

台湾・日本の民謡、ジャズ、自作曲などを

歌っています。

自身の家族の経験を入り口に、戦争や植民地

支配の傷が世代を越えて日々の暮らしに残っ

ていくことについて、歌い、お話しします。

中村  平 
(文学部・人文学プログラム教員)

東京生まれ、北海道、韓国のほか、台湾で6年を暮らす。

『植民暴力の記憶と日本人：台湾先住民と脱植民の運動』

（大阪大学出版会、2018年）をベースとしたお話をします。

入場無料・参加申し込み制

nakamt@hiroshima-u.ac.jp にご連絡ください。

コーディネーター

会場日時
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